
　　　　　このコーナーでは満4歳までの
　　お子さんを大募集しています。
おところ・おなまえ・☎番号・お子さんの
生年月日を記入のうえ、30字程度のコメン
トを写真に添えて『広報たこ』までお寄せく
ださい。
◆宛先：〒289-2292　多古町役場

　　　　広報　　  行

♠4月生まれの締切りは2月29日（金）です
♥ 5 月生まれの締切りは3月31日（月）です
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髙橋　梨

り こ

瑚ちゃん

H18 年 2 月 4 日生まれ

〔田町〕

「多古のグラビアアイドル

登場 !! 今度は表紙を飾り

ます♥」

「初めてポニーに乗ったら、遠くの景色までよく
見えました。細かいところは筆の先を使い、歩い
ている様子は後ろ足を曲げて描きました」

土屋　蒔
ま き し

志さん
久賀小 1 年

『ポニーにのったよ』

「銚子のマリンパークで初めて見たイルカショー。ジャ
ンプすると水しぶきが見ている所まで飛んで来そうでし
た。光の当たっている部分は白を混ぜて表現しました」

山倉　夏
な つ め

芽さん
久賀小 3 年

『はく力があったイルカショー』

「サケの養魚場へ勉強に行きました。サケには鼻があって、
川のにおいを覚えていて生まれた川へ帰れるんだって。箱
からサケが飛び出ている様子を描きました」

幡谷　太
だ い や

哉さん
久賀小 2 年

『栗山川でサケを見たよ』

「草ぶえの丘で見たポニー。前からだと小さ
く見えたけど、横から見たら大きくてびっく
り ! 私も今度は乗ってみたいな」

椎名　美
み ゆ

友さん
久賀小 1 年

『わたしものってみたいなぁ』

八林　祥
しょう

ちゃん
H16 年 2 月 10 日生まれ

〔西谷〕
「車も大好きだけど、
今 DS（ マリオ ）に は
まってます。特技は逆
立ちです」

横山　創
はじめ

ちゃん

H16 年 2 月 18 日生まれ

〔牛尾〕

「ボクのマイブームは

海賊なんだ！ かっこい

いでしょ」

ecoエ コ

環境かるたるた
環境問題について、みんなで考えるコーナーです。
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『
減
ら
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ー
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ミ
』

『
北
極
圏
は
大
気
汚
染
物
質
の
吹
き
だ
ま
り
』

生ゴミの堆肥化や資源ゴミの分別徹底で、
焼却したり埋めたりする量は減らせます。
町も環境学習などを通じ、分別等の大切さ
を呼び掛けています。

ものの値打ちを生かしきれ
ていない場合に出る言葉
もったいない が今、世
界共通の MOTTAINAI
に―。周りに、もったいな
い物ありませんか？

広範囲にわたって移動し、拡散する大気
汚染物質。長い時間をかけながら国境も
超えて、北極や南極にまで被害を与えて
いるのです。
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佐藤　陸
りくや

弥ちゃんH19 年 2 月 8 日生まれ〔南中・宿〕
「『としょさん大好き』いつも面倒みてくれてありがとう」

八木　美
みさき

咲ちゃん

H18 年 2 月 28 日生まれ

〔柏熊〕

「保育園でお友達と元

気に 遊 ん でます。車

（ブーブ）が大好きです」
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